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「三機関共通グリッド防災情報図」について

中部管区警察局、第四管区海上保安本部及び陸上自衛隊第10師団では、

地震災害などの大規模災害発生時において、連携を図り迅速かつ的確な災

害応急活動を可能にするため、三機関が共通して使えるグリッド防災情報

図を作成しました。

中部管区警察局、第四管区海上保安本部及び陸上自衛隊第10師団では、平

成24年９月25日 (火 )に三機関連絡会を立ち上げ、地震発生時の災害応急活動

の連携強化について協議しておりましたが、この連携強化策の一つとして「三機

関共通グリッド防災情報図」の作成に取り組み、この度完成しました。

「三機関共通グリッド防災情報図」は、三機関の共通した管轄地域である愛知

県、三重県及び岐阜県の３県の防災情報を網羅した地図で、発災直後の電源

喪失等の事態も念頭に置き、７枚の紙の地図で構成しています。

この地図では、縦横に記載したグリッド線を使用し、三機関の災害応急活動

等の実施エリアを調整したり、グリッド番号を使用して、位置情報の特定を容易

にすることが出来るもので、全国からの応援部隊を指揮する際にも、地理不案

内などに関係なく場所が特定できるようになるため、効率的かつ効果的な災害

応急活動が可能になるものと考えています。

今後は、この図を使用して災害現場で活動するための準備を進めていく予定

です。

「三機関共通グリッド防災情報図」の詳細は別添のとおりです。
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「三機関共通グリッド防災情報図」について

１ 名称 「三機関共通グリッド防災情報図」

２ 作成機関 中部管区警察局
第四管区海上保安本部
陸上自衛隊第10師団

３ 用途 災害対策（地震津波対策）

４ 概要
紙の地図 ７枚（１）仕様：

（２）範囲：岐阜、愛知、三重県
（３）地図情報：Esri Japan社製 データセット
（４）測地系：世界測地系
（５）座標系：UTM座標系５３系（原点は北緯０度、東経１３５度）
（６）縮尺：１／１００，０００
（７）グリッド枠： ５㎞四方を基本（最小値は１㎞（＝図上１ｃｍ ））
（８）防災情報図に記載する拠点等

緊急病院、ヘリポート、県警本部、警察署、交番・駐在所、自衛隊施設、海
上保安庁施設、都道府県庁・市役所等、緊急輸送道路、主要河川名、高速道
路のＩＣ、ＳＡ、ＰＡ

【グリッド採用の理由】
これまで位置情報は、警察は住所番地で、海上保安庁は緯度・経度で、陸上自衛

隊はグリッド番号で表してきたが、三機関で協議して誰にでも使用しやすいグリッドを
採用したもの。

５ 作成に至る経緯
中部管区警察局、第四管区海上保安本部及び陸上自衛（１）平成２４年９月２５日、

隊第１０師団は、実働機関として、東北地方太平洋沖地震での様々な教訓・検討課題
を踏まえ、大規模災害発生時の迅速かつ的確な救助救援活動を協議する場として、
「大規模災害に関する三機関連絡会」を設置。

連携強化策の一つとして三機関共通の防災情報図の策定に着手
【防災情報図の策定に着手した理由】

これまでにも各機関共通の地図に対する潜在的なニーズはあり、東北地方太平
洋沖地震では災害応急活動時の関係機関の連携の必要性が再確認された。特に実
動機関の間では、位置情報の迅速な共有は必須との見地に立ち、まずは実動を担う
三機関で防災情報図の策定に取り組んだもの。

（２）平成２４年１２月１０日、防災情報図に記載すべき拠点等を決定
（３）平成２５年１月２４日 「三機関共通グリッド防災情報図」完成、

６ 今後の方向性

今後、三機関が参加する合同防災訓練等で使用し、その都度検証・見直しを

行う予定。

本防災情報図は東海地方の三機関が試行的に作成したもので、他の関係機関

にも必要な情報を発信する。

最終的には、全国で統一的な地図が作成されることが望ましいと考えている。

別 添



三機関共通グリッド防災情報図について

平成25年1月24日（木）
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広域災害への効率的対応に資するための

【三機関共通グリッド防災情報図の概要 その１】

◆地図情報：Esri Japan社製

データセット

◆測地系：世界測地系

◆座標系：UTM座標系５３系

（原点は北緯０度、東経１３５度）

◆縮尺：１／１００，０００

◆グリッド枠： ５㎞四方を基本

最小値は１㎞（＝図上１ｃｍ）

◆防災情報図に記載する予定の拠点等

緊急病院、ヘリポート、県警本部、警察署、

交番・駐在所、自衛隊施設、海上保安庁施設、

都道府県庁・市役所等、緊急輸送道路、主要河川名、

高速道路のＩＣ、ＳＡ、ＰＡ



◆範囲

岐阜、愛知、三重の３県を

７枚の地図でカバー。

◆各図の識別

各図にアルファベットの地図記号

を付与する。

【三機関共通グリッド防災情報図の概要 その２】

503 603

4
0

3
9

30
3
9

553

3
5

3
9

523

3
7
8

①大きく表示された

部分の番号を読む。

②末尾の数字は目

分量で読む。
523 378

③Ⅹ軸、Ｙ軸の順に

グリッド番号を読む。

※小さい数字は識

別用。普段は使用

しない。

【ポイントやエリアの特定例】

本エリアを特定する場合は

「５００ ３５０を原点に東に２㎞、南に３㎞」と指定

ピンポイント指定の場合
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